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はじめに 

 

2020年に始まったコロナ禍は２年以上にわたり、私たちの生活に大きな影響を与え続けて

います。緊急事態宣言で高校・大学なども休校になり、授業がオンライン化され、その対応

に追われることになりました。学生生活もままならず、周囲との交流や対面での相談等も制

限されました。 

就職活動においても、コロナ禍で就職に関する情報が得にくくなったり、対面での実習や

企業訪問の中止、面接がオンラインになったり対面になったりと、企業によって対応が異な

るなど、これまでの就職活動のノウハウが通用せず混乱も見られました。 

また、働き方にも変化がみられ、リモートワークが増え、場合によっては自宅待機・雇い

止め・賃金カット・配置転換など、経済的に不利益な影響を受けたという報告もありました。

この時期に就労準備や就職活動・就職された発達障害のある人達はとりわけ影響を受けてお

り、本人・保護者の不安はより大きくなっています。 

 

全国ＬＤ親の会では、支援を受けるユーザーの立場から根拠（エビデンス）を出していく

という活動方針のもと、「教育から就業への移行実態調査（会員調査）」を 2003年・2006年・

2009年・2016年と実施してきました。今回は、高校生・大学生等の学生と、就職をしている

人・就職活動をしたことがある概ね 30歳までの人を対象に、教育から就業への移行期におけ

るコロナ禍の影響について特化した会員アンケート調査を実施しました。 

 

新型コロナウイルス感染対策によって生じた変化は、今後の就労場面においても影響を与

えると予想されます。キャリア教育や就職活動について、発達障害のある人に特化したオン

ライン相談等、Webの利点を生かした支援のしくみも必要になってくると考えます。この報告

書が発達障害のある人たちの教育から就業への移行期、成人期の支援についての検討資料と

して各方面で活用されることを願っています。 

 

 

2023年 5月 

    ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会 
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第 1章 調査の概要 
 

１ 目的 

2020年に始まったコロナ禍は２年以上にわたり、私たちの生活に大きな影響を与え続けている。

コロナ禍による倒産・自宅待機・雇い止め・賃金カット・配置転換など経済的不利益の影響をよ

り受けるのが障害者であり、その中でも、この時期に就労準備や就職活動・就職をした人達はと

りわけ大きな影響を受けている。全国ＬＤ親の会では、就労を控えた方・就職されている方々に

現在の状況を伺うことにより、今後の理解啓発や要望活動に生かしていきたいと考え、アンケー

トを実施した。 

 

２ 実施要領 

（１） 調査主体  ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会 

（２） 調査期間  2022年 7月～2022年 10月 

（３） 調査方法  ウェブフォーム（Ｘフォーム）を利用した調査 

（４） 調査対象者 ＮＰＯ法人全国ＬＤ親の会の会員のうち、子どもが高校生・ 

           大学生等の学生および就職をしている・就職活動をしたことがある

人のうち、おおむね 30歳以下の社会人 

（５） 回答者数  204名 

      高校生・大学生・専門学校等の学生       82名 

      就職をしている・就職活動をしたことがある人  122名 

（６） 調査領域    ① 回答者の属性（都道府県・年齢・所属・就労状況・住居） 

      ② 支援制度の利用状況 

      ③ キャリア教育 

      ④ 就職活動 

      ⑤ 現在の状況 

      ⑥ コロナ禍前後の変化 

（７） 分析方法  統計処理はクロス集計表を作成し Fisher の正確確率検定を行った。 

 

３ 質問内容 

区分１（基礎事項） 

問1 住んでいる都道府県 

問2 郵便番号 

問3 生まれた年 

問4 現在の所属・状況 

問5 障害者手帳について 

問6 障害基礎年金について 

問7 保護者もしくは親族との同居について 

問8 小・中学校および高等学校での学習や生活面の支援について 
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区分２（キャリア教育について） 

問9 働くことについて学校等で教えてもらった内容 

問10 キャリア教育を受けたのは、コロナ以前か以降か 

問11 キャリア教育を受ける際のオンラインの使用について 

問12 就職する前に学校から教えてもらいたい内容 

 

区分 3（仕事を探すときのことについて） 

問13 仕事を探すとき、誰に相談したか 

問14 就職活動の相談や指導でのオンラインの使用について 

問15 就職活動の面接でのオンラインの使用について 

問16 仕事を探すときの障害開示について 

問17 職場実習について 

 

区分４（現在働いている仕事について）働いている人のみ回答 

問18 2020年 4月以前と以降での収入について 

問19 コロナ流行前と流行後での仕事の変化 

問20 コロナ流行前と流行後で仕事のやり方や内容の変化 

問21 現在、人的支援を受けているか 

問22 現在、環境面などの支援を受けているか 

問23 コロナ流行前と流行語に、支援が変わったか 

問24 リモートワークで困ること 

問25 リモート使用で良かったこと 

問26 コロナ禍の就労について自由記述 

 

４ 分析方法 

統計処理は Excelのピボットテーブルを使用した。 

クロス集計したものには、Fisherの正確確率検定を行った。 

有意水準は 1％（p<.01）と 5％（p<.05）とした。 
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第２章 基礎事項 
 

１ 学生の所属状況 

表 2-1 学生回答者の所属状況 

学生の所属先 人数 割合(％) 

高等学校相当 

（公立学校・私立学校・技能連携校・高等専修学校等） 

３１ ３７．８ 

特別支援学校 ４ ４．９ 

大学・短大・高等専門学校４年～ ３４ ４１．５ 

専門学校 ９ １１．０ 

職業訓練校 ３ ３．７ 

特別支援学校専攻科 １ １．１ 

合 計 ８２ １００．０ 

＊高等学校相当と大学・短大等がそれぞれ 4割程度である。 

 

 

図 2-1 学生回答者の所属状況 
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２ 社会人の就労状況 

表 2-2 社会人の就労状況 

就労状況 人数 割合(％) 

就労一般（手帳なし） １９ １５．７ 

就労障害枠（手帳あり） ３８ ３１．１ 

パート一般（手帳なし） １０ ８．２ 

パート障害枠（手帳あり） １７ １３．９ 

就労移行支援・就労継続支援Ａ型・Ｂ型 ２５ ２０．５ 

地域活動支援センター ０ ０．０ 

その他（無職を含む） １３ １０．６ 

合 計 １２２ １００．０ 

＊手帳を取って障害者枠で就労している人が就労障害枠（手帳あり）とパート障害枠（手帳

あり）の合計 45％である。 

＊調査対象が 30 才までという就労移行期にあることから、「就労移行支援、就労継続支援Ａ

型・Ｂ型」は 20.5％となっている。 

 

３ 障害者手帳の取得状況 

(１)障害者手帳の有無 

表 2-3-1 障害者手帳の有無 

 

障害者手帳の有無 

学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

障害者手帳は持っていない ４２ ５１．２ ２０ １６．４ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている １７ ２０．７ ５８ ４７．５ 

精神障害者保健福祉手帳を持っている １９ ２３．２ ４２ ３４．５ 

身体障害者手帳を持っている ４ ４．９ ２ １．６ 

 ８２ １００ １２２ １００ 

＊学生については、51.2％が障害者手帳は持っていない。 

＊社会人については、療育手帳 47.5%・精神障害者保健福祉手帳 34.5％、身体障害者手帳 1.6% 

と何らかの手帳を持っている人が 83.6％である。 

 

 

 

 

 

図 2-3-1 障害者手帳の有無 
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(２)障害者手帳の取得における政令指定都市と他の地域との比較 

①学生 

表 2-3-2-1 障害者手帳取得と住んでいる地域の関係（学生） 

政令指定都市とそれ以外の地域の比較 人数 割合(％) 

政令指定都市以外 ５０ １００ 

 障害者手帳は持っていない ２７ ５４．０ 

 身体障害者手帳を持っている ２ ４．０ 

 精神障害者保健福祉手帳を持っている １３ ２６．０ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている ８ １６．０ 

政令指定都市 ３１ １００ 

 障害者手帳は持っていない １５ ４８．４ 

 身体障害者手帳を持っている ２ ６．５ 

 精神障害者保健福祉手帳を持っている ６ １９．３ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている ８ ２５．８ 

不明 １ １００ 

 障害者手帳は持っていない ０ ０．０ 

 身体障害者手帳を持っている ０ ０．０ 

 精神障害者保健福祉手帳を持っている ０ ０．０ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている １ １００．０ 

総計 ８２  

＊障害者手帳の取得割合は政令指定都市とそれ以外に大きな違いはなかった。 
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②社会人 

表 2-3-2-2 障害者手帳取得と住んでいる地域の関係（社会人） 

政令指定都市とそれ以外の地域の比較 人数 割合(％) 

政令指定都市以外 ６８ １００．０ 

 障害者手帳は持っていない １３ １９．１ 

 身体障害者手帳を持っている ２ ２．９ 

 精神障害者保健福祉手帳を持っている ２８ ４１．２ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている ２５ ３６．８ 

政令指定都市 ４６ １００．０ 

 障害者手帳は持っていない ７ １５．２ 

身体障害者手帳を持っている ０ ０．０ 

 精神障害者保健福祉手帳を持っている １２ ２６．１ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている ２７ ５８．７ 

不明 ８ １００．０ 

 障害者手帳は持っていない ０ ０．０ 

身体障害者手帳を持っている ０ ０．０ 

 精神障害者保健福祉手帳を持っている ２ ２５．０ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている ６ ７５．０ 

総計 １２２  

＊「手帳を持っていない」のは、政令指定都市で 15.2％、政令指定都市以外で 19.1％であり、

政令指定都市のほうが何らかの手帳を持って働いている人が若干多い。 

＊政令指定都市以外では精神障害者保健福祉手帳のほうが療育手帳より若干多いが、政令指

定都市では、逆に療育手帳は精神障害者保健福祉手帳の約 2倍である。 
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４ 障害基礎年金の受給状況 

(１)障害基礎年金の有無 

表 2-4-1 障害基礎年金の有無 

 

障害基礎年金の有無 

学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

受け取っている ８ ９．８ ６６ ５４．１ 

受け取っていない ７４ ９０．２ ５６ ４５．９ 

受け取ったことはあるが、現在は 

受け取っていない 

０ ０．０ ０ ０．０ 

 ８２ １００．０ １２２ １００．０ 

＊障害基礎年金を受け取っている学生は 9.8％であるのに対し、社会人になると 54.1％が障

害基礎年金を受け取っていることから、生活していくには就労による収入だけでは足りな

いことがうかがえる。 

 

 

図 2-4-1 障害基礎年金の有無 
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(２)障害基礎年金受給における政令指定都市と他の地域との比較 

①学生 

表 2-4-2-1 障害基礎年金受給と住んでいる地域の関係（学生） 

＊学生では障害基礎年金の取得率が全体的に低いために、政令指定都市とそれ以外を比較す

ることはできない。 

 

 

②社会人 

表 2-4-2-2 障害基礎年金受給と住んでいる地域の関係（社会人） 

＊政令指定都市のほうが政令指定都市以外より障害基礎年金を受け取っている割合が多い。

＊政令指定都市以外では、「受け取っている」と「受け取っていない」が同数程度であるが、 

 政令指定都市では、「受け取っている」が 58.7％、「受け取っていない」が 41.3％である。 

 

 

 

 

 

 

 

政令指定都市とそれ以外の地域の比較 人数 割合(％) 

政令指定都市以外 ５０ １００．０ 

受け取っていない ４４ ８８．０ 

 受け取っている ６ １２．０ 

政令指定都市 ３１ １００．０ 

受け取っていない ２９ ９３．５ 

 受け取っている ２ ６．５ 

不明 １ １００．０ 

受け取っていない １ １００．０ 

受け取っている ０ ０．０ 

総計 ８２  

政令指定都市とそれ以外の地域の比較 人数 割合(％) 

政令指定都市以外 ６８ １００．０ 

受け取っていない ３５ ５１．５ 

 受け取っている ３３ ４８．５ 

政令指定都市 ４６ １００．０ 

受け取っていない １９ ４１．３ 

 受け取っている ２７ ５８．７ 

不明 ８ １００．０ 

受け取っていない ２ ２５．０ 

受け取っている ６ ７５．０ 

総計 １２２  
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(３)障害者手帳の取得と障害基礎年金の受給の関連性 

①学生 

表 2-4-3-1 障害者手帳と障害基礎年金の関連性（学生） 

 障害基礎年金の有無  

有 無 合計 

障害者手

帳の有無 

障害者手帳は持っていない ０ ４２ ４２ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている ０ １７ １７ 

精神障害者保健福祉手帳を持っている ６ １３ １９ 

身体障害者手帳を持っている ２ ２ ４ 

 合 計 ８ ７４ ８２ 

＊障害者手帳の有無と障害基礎年金の有無に関連性がある。（p<.01） 

学生の場合、障害者手帳を取得していても、障害基礎年金を受給していない人が多い。 

 

 

②社会人 

表 2-4-3-2 障害者手帳と障害基礎年金の関連性（社会人） 

 障害基礎年金の有無  

有 無 合計 

障害者手

帳の有無 

障害者手帳は持っていない １ １９ ２０ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている ４２ １６ ５８ 

精神障害者保健福祉手帳を持っている ２２ ２０ ４２ 

身体障害者手帳を持っている １ １ ２ 

 合 計 ６６ ５６ １２２ 

＊障害者手帳の有無と障害基礎年金の有無に関連性がある。（p<.01） 

＊精神障害者保健福祉手帳を取得していても、障害基礎年金受給の有無はほぼ同程度である。 

＊療育手帳を取得していると障害基礎年金を受給している傾向があるが、受給していない人

も一定程度いる。 

 

 

５ 保護者もしくは親族との同居について 

表 2-5 保護者もしくは親族との同居 

＊学生・社会人ともに、多くが親と同居している。 

 

 

 

 

 

保護者もしくは親族との同居 

学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

同居している ７４ ９０．２ １０２ ８３．６ 

別居している ８ ９．８ ２０ １６．４ 

合 計 ８２ １００．０ １２２ １００．０ 
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６ 小・中学校・高等学校で受けた支援について 

(１)小・中学校・高等学校で受けた支援の有無 

表 2-6-1 小・中学校・高等学校で受けた支援の有無 

＊学生では 74.4％、社会人では 77.9％が、小・中学校および高等学校において、学習や生活

面での支援を受けた経験がある。 

 

(２)小・中学校・高等学校での支援と障害者手帳取得の関連性 

①学生 

表 2-6-2-1 小・中学校・高等学校での支援と障害者手帳の関連性（学生） 

 

障害者手帳の有無 

小・中学校・高等学校 

での支援の有無 

 

有 無 合計 

障害者手帳は持っていない ２９ １３ ４２ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている １５ ２ １７ 

精神障害者保健福祉手帳を持っている １３ ６ １９ 

身体障害者手帳を持っている ４ ０ ４ 

合 計 ６１ ２１ ８２ 

＊障害者手帳の有無に関わらず、「小・中学校・高等学校で支援を受けたことがある」という

回答が多い。 

 

②社会人 

表 2-6-2-2 小・中学校・高等学校での支援と障害者手帳の関連性（社会人） 

 

障害者手帳の有無 

小・中学校・高等学校 

での支援の有無 

 

有 無 合計 

障害者手帳は持っていない １３ ７ ２０ 

療育手帳（愛の手帳）を持っている ４９ ９ ５８ 

精神障害者保健福祉手帳を持っている ３１ １１ ４２ 

身体障害者手帳を持っている ２ ０ ２ 

合 計 ９５ ２７ １２２ 

＊８割以上の人が障害者手帳を持っており、手帳を持っている人の中で「小・中学校・高等

学校で支援を受けたことがある」という回答は８割以上である。 

 

 

  

小・中学校および高等学校に 

おける学習や生活面の支援 

学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

支援を受けたことがある ６１ ７４．４ ９５ ７７．９ 

支援を受けたことはない ２１ ２５．６ ２７ ２２．１ 

合 計 ８２ １００．０ １２２ １００．０ 
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第３章 キャリア教育について 
 

１ 働くことについて学校等で教えてもらった内容について 

表 3-1 キャリア教育の内容（複数回答） 

キャリア教育の内容 学生 社会人 

教えてもらっていない ２４ ３３ 

自分のことを理解すること ３７ ３８ 

仕事をしてお金をもらうことはどういうことか ４４ ５７ 

さまざまな職業の種類や働き方（正社員、パート等）の違い ２８ ３９ 

就職するまでの手続き（仕事の探し方、履歴書の書き方、面接の

訓練等） 

２３ ４８ 

障害者雇用制度と支援内容、支援してくれる機関 １０ ３１ 

日常生活で気を付ける事（生活リズムを整える、金銭管理など） ２５ ５２ 

対人関係について（コミュニケーション、他者との関係を築く） ２６ ５１ 

リモートやテレワークなど新しい働き方について ８ ７ 

合 計 ２２５ ３５６ 

＊働くことを教えてもらっていない人が 3割程度いるが、教えてもらった人は、平均すると

2～3項目は教えてもらっている。 

 

 

２ 働くことについて学校等で教えてもらった際のオンラインの使用について 

(１)キャリア教育におけるオンラインの使用 

表 3-2-1  キャリア教育におけるオンラインの使用 

＊キャリア教育にオンラインを使用した割合は学生のほうが高い。別の比較ではコロナ前後 

で差はないとなっているが、全般的に最近になればなるほどオンラインの使用頻度が高く

なっている傾向がある。 

  

働くことについて学校等で教えてもらっ

た際のオンラインの使用 

学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

オンラインで教えてもらったことがある １７ ２０．７ １３ １０．６ 

オンラインで教えてもらったことはない ４１ ５０．０ ７９ ６４．８ 

働くことについて教えてもらったことが

ない 

２４ ２９．３ ３０ ２４．６ 

合計 ８２ １００．０ １２２ １００．０ 
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(２) キャリア教育でのオンライン使用と学生の所属との関係 

表 3-2-2 キャリア教育でのオンライン使用と所属の関係（学生） 

＊高等学校相当で「オンラインで教えてもらったことはない」が 58.1％、大学・短大でも「オ

ンラインで教えてもらったことはない」が 44.1％となっており、いずれも「オンラインで

教えてもらったことがある」を大きく上回っている。 

＊専門学校については、対象人数が少ないが、キャリア教育をオンラインで受けた割合が高

くなっている。 

＊高校も大学も「働くことについて教えてもらったことがない」が 30％台である。 

  

所属別 キャリア教育でのオンライン使用 人数 割合(％) 

高等学校相当 

（公立学校・私立学校・技能連携校・高等専修学校等） 

 

３１ 

 

１００．０ 

 オンラインで教えてもらったことがある ３ ９．７ 

オンラインで教えてもらったことがない １８ ５８．１ 

 働くことについて教えてもらったことがない １０ ３２．２ 

職業訓練校 ３ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ２ ６６．７ 

オンラインで教えてもらったことがない １ ３３．３ 

働くことについて教えてもらったことがない ０ ０．０ 

専門学校 ９ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ５ ５５．６ 

オンラインで教えてもらったことがない ２ ２２．２ 

働くことについて教えてもらったことがない ２ ２２．２ 

大学・短大・高等専門学校４年～ ３４ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ７ ２０．６ 

オンラインで教えてもらったことがない １５ ４４．１ 

働くことについて教えてもらったことがない １２ ３５．３ 

特別支援学校 ４ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ０ ０．０ 

オンラインで教えてもらったことがない ４ １００．０ 

働くことについて教えてもらったことがない ０ ０．０ 

特別支援学校専攻科 １ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ０ ０．０ 

オンラインで教えてもらったことがない １ １００．０ 

働くことについて教えてもらったことがない ０ ０．０ 

総計 ８２  
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図 3-2-2 キャリア教育でのオンライン使用と所属の関係（学生） 
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(３) キャリア教育でのオンライン使用と社会人の現在の就労状況との関係 

表 3-2-3 キャリア教育でのオンライン使用と現在の就労状況の関係（社会人） 

＊オンライン教育と就労状況に関しては就労状況との相関にバラツキがある。これは細分化

されたことにより各項目に N数が 5以下の項目が多く生じてしまったためである。 

 

（４）働くことについて学校等で教えてもらった時期 

表 3-2-4 キャリア教育を受けた時期 

 

就労状況別 キャリア教育でのオンライン使用 人数 割合(％) 

就労一般(手帳なし) １９ １００ 

 オンラインで教えてもらったことがある ５ ２６．３ 

オンラインで教えてもらったことがない ９ ４７．４ 

 働くことについて教えてもらったことがない ５ ２６．３ 

就労障害枠(手帳あり) ３８ １００ 

オンラインで教えてもらったことがある ３ ７．９ 

オンラインで教えてもらったことがない ２７ ７１．１ 

働くことについて教えてもらったことがない ８ ２１．０ 

パート一般(手帳なし) １０ １００ 

オンラインで教えてもらったことがある ０ ０．０ 

オンラインで教えてもらったことがない ８ ８０．０ 

働くことについて教えてもらったことがない ２ ２０．０ 

パート障害枠(手帳あり) １７ １００ 

オンラインで教えてもらったことがある ３ １７．６ 

オンラインで教えてもらったことがない １１ ６４．８ 

働くことについて教えてもらったことがない ３ １７．６ 

就労移行支援、就労継続支援Ａ型・Ｂ型 ２５ １００ 

オンラインで教えてもらったことがある １ ４．０ 

オンラインで教えてもらったことがない １８ ７２．０ 

働くことについて教えてもらったことがない ６ ２４．０ 

その他(無職を含む) １３ １００ 

オンラインで教えてもらったことがある １ ７．６ 

オンラインで教えてもらったことがない ６ ４６．２ 

働くことについて教えてもらったことがない ６ ４６．２ 

総計 １２２  

キャリア教育を受けた時期 
学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

２０１９年以前 ２９ ３５．４ １０２ ８３．６ 

２０２０年以降 ４５ ５４．９ ２０ １６．４ 

不 明 ８ ９．７ ０ ０．０ 

合計 ８２ １００．０ １２２ １００．０ 
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（５）キャリア教育でのオンライン使用のコロナ流行前後の比較 

 ① 学生 

表 3-2-5-1 キャリア教育でのオンライン使用のコロナ流行前後の比較（学生） 

＊「キャリア教育でのオンライン使用経験｣は｢コロナ流行前後｣で有意差があるとは言えない。

（P>.05） 

＊コロナ流行前でも 2019年度以前にキャリア教育を受けた人の 17.2％がオンラインで  

キャリア教育を受けていた。 

 

 ② 社会人 

表 3-2-5-2 キャリア教育でのオンライン使用のコロナ流行前後の比較（社会人） 

＊社会人については学生と比べ 2019年以前にキャリア教育を受けた人が多い。 

＊2020年以後にキャリア教育を受けた人ではオンラインで教えてもらった人が多いのが特徴的で

ある。(P<0.01) 

 

 

 

コロナ流行前後比較 キャリア教育でのオンライン使用 人数 割合(％) 

２０１９年以前（コロナ流行前） ２９ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ５ １７．２ 

オンラインで教えてもらったことがない １８ ６２．１ 

働くことについて教えてもらったことがない ６ ２０．７ 

２０２０年以降（コロナ流行以降） ４５ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある １２ ２６．７ 

オンラインで教えてもらったことがない ２２ ４８．９ 

働くことについて教えてもらったことがない １１ ２４．４ 

不明 ８ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ０ ０．０ 

オンラインで教えてもらったことがない １ １２．５ 

働くことについて教えてもらったことがない ７ ８７．５ 

総計 ８２  

コロナ流行前後比較 キャリア教育でのオンライン使用 人数 割合(％) 

２０１９年以前（コロナ流行前） １０２ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ５ ４．９ 

オンラインで教えてもらったことがない ７６ ７４．５ 

働くことについて教えてもらったことがない ２１ ２０．６ 

２０２０年以降（コロナ流行以降） ２０ １００．０ 

オンラインで教えてもらったことがある ８ ４０．０ 

オンラインで教えてもらったことがない ３ １５．０ 

働くことについて教えてもらったことがない ９ ４５．０ 

総計 １２２  
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(６) キャリア教育でのオンライン使用と小・中学校・高等学校での支援の関連性 

① 学生 

表 3-2-6-1 キャリア教育でのオンライン使用と小・中学校・高等学校での 

支援の関連性（学生） 

＊「小・中学校・高等学校における支援の有無」と「キャリア教育でのオンライン使用経験の

有無」には関連性がある。（p<.01） 

 

② 社会人 

表 3-2-6-2 キャリア教育でのオンライン使用と小・中学校・高等学校での 

支援の関連性（社会人） 

＊「小・中学校・高等学校における支援の有無」と「キャリア教育でのオンライン使用経験の

有無」には関連性がある。（p<.01） 

 

３ 就職について学校から教えてもらいたい内容について 

表 3-3 就職について学校から教えてもらいたい内容   （複数回答） 

内容 学生 社会人 

自分のことを理解する ４１ ８１ 

仕事をしてお金をもらうことはどういうことか ２５ ５５ 

さまざまな職業の種類や働き方（正社員、パート等）の違い ４８ ７０ 

就職するまでの手続き（仕事の探し方、履歴書の書き方、面接の

訓練等） 

５２ ６６ 

障害者雇用制度と支援内容、支援してくれる機関 ３４ ５７ 

日常生活で気を付ける事（生活リズムを整える、金銭管理など） ３９ ５８ 

対人関係について（コミュニケーション、他者との関係を築く） ５１ ７７ 

リモートやテレワークなど新しい働き方について ３６ ４４ 

合 計 ３２６ ５０８ 

＊就職について学校から教えてもらいたい内容は比較的万遍なく分散している。 

 

 

キャリア教育でのオンライン使用 

小・中・高等学校における支援  

合計 有 無 

オンラインで教えてもらったことがある １２ ５ １７ 

オンラインで教えてもらったことはない ３６ ５ ４１ 

働くことについて教えてもらったことがない １３ １１ ２４ 

合計 ６１ ２１ ８２ 

 

キャリア教育でのオンライン使用 

小・中・高等学校における支援  

合計 有 無 

オンラインで教えてもらったことがある １２ １ １３ 

オンラインで教えてもらったことはない ６７ １２ ７９ 

働くことについて教えてもらったことがない １６ １４ ３０ 

合計 ９５ ２７ １２２ 
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第４章 仕事を探すときのことについて 
 

１ 仕事を探すときの相談相手 

表 4-1 仕事を探すときの相談相手  （複数回答） 

           相談相手 学生 社会人 

家族 ２６ ８８ 

学校の先生 ４ ３６ 

ハローワーク １ ５２ 

障害者職業センター １ １１ 

障害者就業・生活支援センター ０ １０ 

発達障害者支援センター １ １０ 

就労移行支援事業所・就労継続支援事業所 ２ ４４ 

障害者就労支援センター（自治体設置） １ １４ 

誰にも相談しなかった ３ ６ 

仕事を探したことがない ４８ ４ 

合 計 ８７ ２７５ 

＊学生においては家族が多数であるが、社会人では相談する人・機関の幅が大きく広がる。 

 

 

２ 就職活動での相談や指導におけるオンラインの使用について 

(１) 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用 

表 4-2-1 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用 

＊就職活動にオンラインを使う割合は、学生では相談をした人の 4割ある。 

 

 

  

就職活動での相談や指導におけるオンライン

の使用 

学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

オンラインで相談をしたことがある １０ １２．２ １８ １４．８ 

オンラインで相談をしたことがない １５ １８．３ ８９ ７２．９ 

就職活動をしたことがない ５７ ６９．５ １５ １２．３ 

合計 ８２ １００ １２２ １００ 
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(２) 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用と学生の所属との関係 

表 4-2-2 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用と所属の関係（学生） 

＊高校では「オンラインで相談をしたことがある」はゼロであった。 

＊大学では「オンラインで相談した」と「オンラインで相談したことがない」が同じくらい

の割合になっている。 

  

所属別 就職活動でのオンライン使用 人数 割合(％) 

高等学校相当 

（公立学校・私立学校・技能連携校・高等専修学校等） 

 

３１ 

 

１００．０ 

 オンラインで相談したことがある ０ ０．０ 

 オンラインで相談したことがない ６ １９．４ 

 就職活動をしたことがない ２５ ８０．６ 

職業訓練校 ３ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ０ ０．０ 

オンラインで相談したことがない １ ３３．３ 

 就職活動をしたことがない ２ ６６．７ 

専門学校 ９ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ２ ２２．２ 

オンラインで相談したことがない １ １１．１ 

就職活動をしたことがない ６ ６６．７ 

大学・短大・高等専門学校４年～ ３４ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ８ ２３．５ 

オンラインで相談したことがない ７ ２０．６ 

就職活動をしたことがない １９ ５５．９ 

特別支援学校 ４ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ０ ０．０ 

オンラインで相談したことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない ４ １００．０ 

特別支援学校専攻科 １ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ０ ０．０ 

オンラインで相談したことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない １ １００．０ 

総計 ８２  
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図 4-2-2 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用と所属の関係（学生） 
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専門学校４年～

特別支援学校 特別支援学校専

攻科
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（３）就職活動での相談や指導におけるオンライン使用と社会人の現在の就労状況の

関係 

 表 4-2-3 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用と現在の就労状況 

（社会人） 

＊N数が 5以下が多く、関連性の評価は難しい。 

 

  

就労状況別 就職活動でのオンライン使用 人数 割合(％) 

就労一般(手帳なし) １９ １００．０ 

 オンラインで相談をしたことがある ６ ３１．６ 

オンラインで相談したことがない １１ ５７．９ 

就職活動をしたことがない ２ １０．５ 

就労障害枠(手帳あり) ３８ １００．０ 

オンラインで相談をしたことがある ２ ５．３ 

オンラインで相談したことがない ３４ ８９．４ 

就職活動をしたことがない ２ ５．３ 

パート一般(手帳なし) １０ １００．０ 

オンラインで相談をしたことがある ０ ０．０ 

オンラインで相談したことがない ９ ９０．０ 

就職活動をしたことがない １ １０．０ 

パート障害枠(手帳あり) １７ １００．０ 

オンラインで相談をしたことがある ４ ２３．５ 

オンラインで相談したことがない １３ ７６．５ 

就職活動をしたことがない ０ ０．０ 

就労移行支援、就労継続支援Ａ型・Ｂ型 ２５ １００．０ 

オンラインで相談をしたことがある ２ ８．０ 

オンラインで相談したことがない １６ ６４．０ 

就職活動をしたことがない ７ ２８．０ 

その他(無職を含む) １３ １００．０ 

オンラインで相談をしたことがある ４ ３０．８ 

オンラインで相談したことがない ６ ４６．１ 

就職活動をしたことがない ３ ２３．１ 

総計 １２２  
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（４）就職活動での相談や指導におけるオンライン使用のコロナ流行前後の比較 

① 学生 

表 4-2-4-1 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用の 

コロナ流行前後の比較（学生） 

＊「就職活動での相談や指導におけるオンライン使用経験｣は｢コロナ流行前後｣で有意差があ

るとは言えない。（P>.05） 

＊コロナ流行前でもオンライン相談は 10.3％あり、2019年以前から一定程度のオンラインの

使用があったといえる。 

 

② 社会人 

表 4-2-4-2 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用の 

コロナ流行前後の比較（社会人） 

＊社会人では「就職活動での相談や指導におけるオンライン使用経験｣が多い傾向にあり、有

意差がある。(P<.01) 

 

コロナ流行前後比較  

就職活動での相談や指導におけるオンラインの使用 

人数 割合(％) 

２０１９年以前（コロナ流行前） ２９ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ３ １０．３ 

オンラインで相談したことがない ８ ２７．６ 

就職活動をしたことがない １８ ６２．１ 

２０２０年以降（コロナ流行以降） ４５ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ６ １３．３ 

オンラインで相談したことがない ６ １３．３ 

就職活動をしたことがない ３３ ７３．４ 

不明 ８ １００．０ 

オンラインで相談したことがある １ １２．５ 

オンラインで相談したことがない １ １２．５ 

就職活動をしたことがない ６ ７５．０ 

総計 ８２  

コロナ流行前後比較  

就職活動での相談や指導におけるオンラインの使用 

人数 割合(％) 

２０１９年以前（コロナ流行前） １０２ １００．０ 

オンラインで相談したことがある １２ １１．８ 

オンラインで相談したことがない ８０ ７８．４ 

働くことについて教えてもらったことがない １０ ９．８ 

２０２０年以降（コロナ流行以降） ２０ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ６ ３０．０ 

オンラインで相談したことがない ９ ４５．０ 

働くことについて教えてもらったことがない ５ ２５．０ 

総計 １２２  
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（５）就職活動での相談や指導におけるオンライン使用の政令指定都市と他の地域と 

の比較 

①学生 

表 4-2-5-1 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用と地域の比較（学生） 

＊政令指定都市以外のほうがオンライン相談の割合がかなり高くなっている。 

＊政令指定都市以外では「オンラインで相談をしたことがある」と「オンラインで相談をし

たことがない」が同じくらいの割合である。 

 

②社会人 

表 4-2-5-2 就職活動での相談や指導におけるオンライン使用と地域との比較 

（社会人） 

＊政令指定都市とそれ以外で傾向の差はない。 

政令指定都市とそれ以外の地域の比較 人数 割合(％) 

政令指定都市以外 ５０ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ９ １８．０ 

オンラインで相談したことがない １０ ２０．０ 

就職活動をしたことがない ３１ ６２．０ 

政令指定都市 ３１ １００．０ 

オンラインで相談したことがある １ ３．２ 

オンラインで相談したことがない ５ １６．１ 

就職活動をしたことがない ２５ ８０．７ 

不明 １ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ０ ０．０ 

オンラインで相談したことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない １ １００．０ 

総計 ８２  

政令指定都市とそれ以外の地域の比較 人数 割合(％) 

政令指定都市以外 ６８ １００．０ 

オンラインで相談したことがある １１ １６．２ 

オンラインで相談したことがない ４７ ６９．１ 

就職活動をしたことがない １０ １４．７ 

政令指定都市 ４６ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ７ １５．２ 

オンラインで相談したことがない ３４ ７３．９ 

就職活動をしたことがない ５ １０．９ 

不明 ８ １００．０ 

オンラインで相談したことがある ０ ０．０ 

オンラインで相談したことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない ８ １００．０ 

総計 １２２  
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（６）就職活動での相談や指導におけるオンライン使用と小・中学校・高等学校での

支援との関連性 

表 4-2-6-1 就職活動での相談や指導のオンライン使用と小・中学校・ 

高等学校での支援（学生） 

＊「小・中学校・高等学校における支援の有無」と「就職活動での相談や指導のオンライン使

用経験」の有無には関連性がない。（p>.05）  

 

 

 

表 4-2-6-2 就職活動での相談や指導のオンライン使用と小・中学校・ 

高等学校での支援（社会人） 

＊「小・中学校・高等学校における支援の有無」と「就職活動での相談や指導のオンライン使

用経験」の有無には関連性がある。（p<.05） 

                        

３ 就職活動でのオンライン面接について 

（１）就職活動でのオンライン面接 

表 4-3-1 就職活動でのオンライン面接 

＊オンラインの面接については学生・社会人に差はない。 

＊学生は「就職活動をしたことがない」が多いが、面接経験がある中ではオンライン面接の

割合は高いといえる。  

 

就職活動での相談や指導のオンライン使用 

小・中学校・高等学校における

支援の有無 

 

合計 

有 無 

オンラインで相談したことがある ６ ４ １０ 

オンラインで相談したことがない １２ ３ １５ 

就職活動をしたことがない ４３ １４ ５７ 

合計 ６１ ２１ ８２ 

 

就職活動での相談や指導のオンライン使用 

小・中学校・高等学校における

支援の有無 

 

合計 

有 無 

オンラインで相談したことがある １１ ７ １８ 

オンラインで相談したことがない ７５ １４ ８９ 

就職活動をしたことがない ９ ６ １５ 

合計 ９５ ２７ １２２ 

就職活動でのオンライン面接 学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

オンラインで面接をしたことがある ８ ９．８ １４ １１．５ 

オンラインで面接をしたことがない １３ １５．８ ９４ ７７．０ 

就職活動をしたことがない ６１ ７４．４ １４ １１．５ 

合計 ８２ １００．０ １２２ １００．０ 
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（２）就職活動でのオンライン面接と学生の所属の関連性 

表 4-3-2 就職活動でのオンライン面接と所属の関係（学生） 

＊高校では「オンラインで面接をしたことがある」はゼロである。 

＊大学では「オンラインで面接した」と「オンラインで面接したことがない」が同じくらい

の割合になっている。 

 

 

  

所属別 就職活動でのオンライン面接 人数 割合(％) 

高等学校相当 

（公立学校・私立学校・技能連携校・高等専修学校等） 

 

３１ 

 

１００．０ 

 オンラインで面接をしたことがある ０ ０．０ 

 オンラインで面接をしたことがない ４ １２．９ 

 就職活動をしたことがない ２７ ８７．１ 

職業訓練校 ３ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ０ ０．０ 

オンラインで面接をしたことがない １ ３３．３ 

 就職活動をしたことがない ２ ６６．７ 

専門学校 ９ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある １ １１．１ 

オンラインで面接をしたことがない ２ ２２．２ 

就職活動をしたことがない ６ ６６．７ 

大学・短大・高等専門学校４年～ ３４ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ７ ２０．６ 

オンラインで面接をしたことがない ６ １７．６ 

就職活動をしたことがない ２１ ６１．８ 

特別支援学校 ４ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ０ ０．０ 

オンラインで面接をしたことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない ４ １００．０ 

特別支援学校専攻科 １ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ０ ０．０ 

オンラインで面接をしたことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない １ １００．０ 

総計 ８２  
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図 4-3-2 就職活動でのオンライン面接と所属の関係（学生） 
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校・技能連携校・

高等専修学校等）

職業訓練校 専門学校 大学・短大・高等

専門学校４年～

特別支援学校 特別支援学校専

攻科
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（３）就職活動でのオンライン面接と社会人の現在の就労状況の関連性 

表 4-3-3 就職活動でのオンライン面接と現在の就労状況の関係（社会人） 

＊一般就労でオンラインの使用が 20％を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労状況別 就職活動でのオンライン面接 人数 割合(％) 

就労一般(手帳なし) １９ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ４ ２１．１ 

オンラインで面接をしたことがない １３ ６８．４ 

就職活動をしたことがない ２ １０．５ 

就労障害枠(手帳あり) ３８ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ３ ７．９ 

オンラインで面接をしたことがない ３４ ８９．５ 

就職活動をしたことがない １ ２．６ 

パート一般(手帳なし) １０ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ０ ０．０ 

オンラインで面接をしたことがない ９ ９０．０ 

就職活動をしたことがない １ １０．０ 

パート障害枠(手帳あり) １７ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ２ １１．８ 

オンラインで面接をしたことがない １５ ８８．２ 

就職活動をしたことがない ０ ０．０ 

就労移行支援、就労継続支援Ａ型・Ｂ型 ２５ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある １ ４．０ 

オンラインで面接をしたことがない １６ ６４．０ 

就職活動をしたことがない ８ ３２．０ 

その他(無職を含む) １３ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ４ ３０．８ 

オンラインで面接をしたことがない ７ ５３．８ 

就職活動をしたことがない ２ １５．４ 

総計 １２２  
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（４）就職活動でのオンライン面接とコロナ流行前後の比較 

① 学生 

表 4-3-4-1 就職活動でのオンライン面接とコロナ流行前後の比較（学生） 

＊「就職活動でのオンライン面接｣は｢コロナ流行前後｣で有意差があるとは言えない。（P>.05） 

 

② 社会人 

表 4-3-4-2 就職活動でのオンライン面接とコロナ流行前後の比較（社会人） 

＊学生と違い、社会人では 2020年以降に面接をした人では「オンラインで面接をしたことが

ある｣が多い傾向にあり、有意差があった(P<.01) 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ流行前後比較 就職活動のオンライン面接 人数 割合(％) 

２０１９年以前（コロナ流行前） ２９ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ３ １０．４ 

オンラインで面接をしたことがない ７ ２４．１ 

就職活動をしたことがない １９ ６５．５ 

２０２０年以降（コロナ流行以降） ４５ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ４ ８．９ 

オンラインで面接をしたことがない ５ １１．１ 

就職活動をしたことがない ３６ ８０。０ 

不明 ８ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある １ １２．５ 

オンラインで面接をしたことがない １ １２．５ 

就職活動をしたことがない ６ ７５．０ 

総計 ８２  

コロナ流行前後比較 就職活動でのオンライン面接 人数 割合(％) 

２０１９年以前（コロナ流行前） １０２ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ８ ７．８ 

オンラインで面接をしたことがない ８４ ８２．４ 

就職活動をしたことがない １０ ９．８ 

２０２０年以降（コロナ流行以降） ２０ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ６ ３０．０ 

オンラインで面接をしたことがない １０ ５０．０ 

就職活動をしたことがない ４ ２０．０ 

総計 １２２  
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（５）就職活動でのオンライン面接と政令指定都市と他の地域との比較 

①学生 

表 4-3-5-1 就職活動でのオンライン面接と政令指定都市と他の地域の比較（学生） 

＊政令指定都市以外では「オンラインで相談をしたことがある」と「オンラインで相談をし

たことがない」が同じくらいの割合である。 

 

②社会人 

表 4-3-5-2 就職活動でのオンライン面接と政令指定都市と他の地域の比較 

（社会人） 

＊オンライン面接の割合は、政令指定都市でもそれ以外でもあまり差はない。 

 

 

政令指定都市とそれ以外の地域の比較 人数 割合(％) 

政令指定都市以外 ５０ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ７ １４．０ 

オンラインで面接をしたことがない ８ １６．０ 

就職活動をしたことがない ３５ ７０．０ 

政令指定都市 ３１ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある １ ３．２ 

オンラインで面接をしたことがない ５ １６．１ 

就職活動をしたことがない ２５ ８０．７ 

不明 １ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ０ ０．０ 

オンラインで面接をしたことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない １ １００．０ 

総計 ８２  

政令指定都市とそれ以外の地域の比較 人数 割合(％) 

政令指定都市以外 ６８ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ８ １１．８ 

オンラインで面接をしたことがない ５１ ７５．０ 

就職活動をしたことがない ９ １３．２ 

政令指定都市 ４６ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ６ １３．０ 

オンラインで面接をしたことがない ３５ ７６．１ 

就職活動をしたことがない ５ １０．９ 

不明 ８ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ０ ０．０ 

オンラインで面接をしたことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない ８ １００．０ 

総計 １２２  
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（６）就職活動でのオンライン面接と相談や指導におけるオンライン使用の関連性 

① 学生 

表 4-3-6-1 就職活動でのオンライン面接と相談や指導におけるオンライン使用の 

関連性（学生） 

＊就職活動での｢相談や指導でのオンライン使用経験｣と｢オンライン面接経験｣には関連性が

ある。（p<.01） 

 

② 社会人 

表 4-3-6-2 就職活動でのオンライン面接と相談や指導におけるオンライン使用の 

関連性（社会人） 

＊就職活動での｢相談や指導でのオンライン使用経験｣と｢オンライン面接経験｣には関連性が

ある。（P<.01） 

オンライン面接とオンライン相談の関連性 人数 割合(％) 

オンラインで相談をしたことがある １０ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ７ ７０．１ 

オンラインで面接をしたことがない １ １０．１ 

就職活動をしたことがない ２ ２０．１ 

オンラインで相談をしたことがない １５ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある １ ６．７ 

オンラインで面接をしたことがない １２ ８０．０ 

就職活動をしたことがない ２ １３．３ 

就職活動をしたことがない ５７ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ０ ０．０ 

オンラインで面接をしたことがない ０ ０．０ 

就職活動をしたことがない ２ １００．０ 

総計 ８２  

オンライン面接とオンライン相談の関連性 人数 割合(％) 

オンラインで相談をしたことがある １８ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある １０ ５５．６ 

オンラインで面接をしたことがない ８ ４４．４ 

就職活動をしたことがない ０ ０．０ 

オンラインで相談をしたことがない ８９ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある ３ ３．４ 

オンラインで面接をしたことがない ８５ ９５．５ 

就職活動をしたことがない １ １．１ 

就職活動をしたことがない １５ １００．０ 

オンラインで面接をしたことがある １ ６．７ 

オンラインで面接をしたことがない １ ６．７ 

就職活動をしたことがない １３ ８６．６ 

総計 １２２  
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４ 就職活動での障害開示について 

（１）就職活動での障害開示 

表 4-4-1 就職活動での障害開示 

＊学生の 67.1％が「仕事を探したことがない」のは、回答対象が「高校生・大学生・専門学

校等の学生」であり、この調査時点の学歴が最終学歴と限らないからと考えられる。 

＊社会人において 68.9％が発達障害と伝えて仕事を探している。 

＊障害を開示しないと就労できなかった人が 4.1％いる。 

 

 

（２）就職活動での障害開示と小・中学校・高等学校における支援との関連性 

 ① 学生 

表 4-4-2-1 就職活動での障害開示と小・中学校・高等学校における支援の関係 

（学生） 

就職活動での障害開示 支援を受けたことがある 支援を受けたことはない 

仕事を探したことがない ４３ １２ 

初めから伝えて、障害者雇用制度を

使って仕事を探した 

２ ０ 

発達障害と伝えているが、障害者雇

用制度は使わず、一般枠で探した。 

３ ０ 

初めは伝えずに仕事を探したが、う

まくいかなかったので途中から伝

えた 

０ ０ 

発達障害と伝えず、仕事を探した １３ ９ 

合計 ６１ ２１ 

＊学生の場合は、仕事を探したことが無い人が多く、関連性を評価するのが難しい。 

 

 

 

 

 

就職活動での障害開示 学生 社会人 

人数 割合(％) 人数 割合(％) 

仕事を探したことがない ５５ ６７．１ １１ ９．０ 

初めから伝えて、障害者雇用制度を使って

仕事を探した 

２ ２．４ ６９ ５６．６ 

発達障害と伝えているが、障害者雇用制度

は使わず、一般枠で探した。 

３ ３．７ １０ ８．２ 

初めは伝えずに仕事を探したが、うまくい

かなかったので途中から伝えた 

０ ０．０ ５ ４．１ 

発達障害と伝えず、仕事を探した ２２ ２６．８ ２７ ２２．１ 

合計 ８２ １００．０ １２２ １００．０ 



31 

 

② 社会人 

表 4-4-2-2 就職活動での障害開示と小・中学校・高等学校における支援の関係 

（社会人） 

就職活動での障害開示 支援を受けたことがある 支援を受けたことはない 

仕事を探したことがない ９ ２ 

初めから伝えて、障害者雇用制度を

使って仕事を探した 

５８ １１ 

発達障害と伝えているが、障害者雇

用制度は使わず、一般枠で探した。 

７ ３ 

初めは伝えずに仕事を探したが、う

まくいかなかったので途中から伝

えた 

３ ２ 

発達障害と伝えず、仕事を探した １８ ９ 

合計 ９５ ２７ 

＊社会人の場合は、小中学校・高等学校で支援を受けた人は「初めから伝えて障害者雇用制

度を使って仕事を探した」との回答が多い。 

 

（３）就職活動での障害開示とキャリア教育でのオンライン使用の関連性 

①学生 

表 4-4-3-1 就職活動での障害開示とキャリア教育でのオンライン使用の関連性 

(学生） 

 

就職活動での障害開示 

オンラインで

教えてもらっ

たことがある 

オンラインで

教えてもらっ

たことはない 

働くことにつ

いて教えても

らったことが

ない 

合計 

仕事を探したことがない ８ ２９ １８ ５５ 

初めから伝えて、障害者雇用制度

を使って仕事を探した 

０ ０ ２ ２ 

発達障害と伝えているが、障害者

雇用制度は使わず、一般枠で探し

た。 

０ ２ １ ３ 

初めは伝えずに仕事を探したが、

うまくいかなかったので途中から

伝えた 

０ ０ ０ ０ 

発達障害と伝えず、仕事を探した ９ ８ ５ ２２ 

合計 １７ ３９ ２６ ８２ 

＊学生の場合は、仕事を探したことが無い人が多く、関連性を評価するのが難しい。 
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②社会人 

表 4-4-3-2 就職活動での障害開示とキャリア教育でのオンライン使用の関連性 

(社会人） 

 

就職活動での障害開示 

オンラインで

教えてもらっ

たことがある 

オンラインで

教えてもらっ

たことはない 

働くことにつ

いて教えても

らったことが

ない 

合計 

仕事を探したことがない ０ ９ ２ １１ 

初めから伝えて、障害者雇用制度

を使って仕事を探した 

７ ４８ １４ ６９ 

発達障害と伝えているが、障害者

雇用制度は使わず、一般枠で探し

た。 

２ ８ ０ １０ 

初めは伝えずに仕事を探したが、

うまくいかなかったので途中から

伝えた 

０ ３ ２ ５ 

発達障害と伝えず、仕事を探した ４ １１ １２ ２７ 

合計 １３ ７９ ３０ ８２ 

＊「就職活動での障害開示」と「キャリア教育でのオンライン使用経験」の有無には関連性

がある。（p<.05） 

 

（４）就職活動での障害開示と就職活動での相談や指導におけるオンライン使用の 

関連性 

表 4-4-4 障害開示と就職活動での相談や指導におけるオンライン使用の関連性 

（社会人） 

就職活動での障害開示 オンラインで

相談をしたこ

とがある 

オンラインで

相談をしたこ

とがない 

就職活動をし

たことがない 

合計 

仕事を探したことがない ０ ４ ７ １１ 

初めから伝えて、障害者雇用制度

を使って仕事を探した 

８ ５８ ３ ６９ 

発達障害と伝えているが、障害者

雇用制度は使わず、一般枠で探し

た 

３ ７ ０ １０ 

初めは伝えずに仕事を探したが、

うまくいかなかったので途中から

伝えた 

１ ４ ０ ５ 

発達障害と伝えず、仕事を探した ６ １６ ５ ２７ 

合計 １８ ８９ １５ ８２ 

＊「就職活動での障害開示」と「就職活動での相談や指導でのオンライン使用経験」の有無

には関連性がある。（p<.01） 



33 

 

（５）就職活動での障害開示とオンライン面接の関連性 

表 4-4-5 就職活動での障害開示とオンライン面接の関連性（社会人） 

 

就職活動での障害開示 

オンラインで

面接をしたこ

とがある 

オンラインで

面接をしたこ

とがない 

就職活動をし

たことがない 

合計 

仕事を探したことがない ０ ４ ７ １１ 

初めから伝えて、障害者雇用制度

を使って仕事を探した 

６ ６０ ３ ６９ 

発達障害と伝えているが、障害者

雇用制度は使わず、一般枠で探し

た 

１ ９ ０ １０ 

初めは伝えずに仕事を探したが、

うまくいかなかったので途中から

伝えた 

１ ４ ０ ５ 

発達障害と伝えず、仕事を探した ６ １７ ４ ２７ 

合計 １４ ９４ １４ １２２ 

＊「就職活動での障害開示」と「就職活動でのオンライン面接」の有無には関連性がある。

（p<.01） 
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５ コロナ禍での職場実習について 

（１）コロナ禍での職場実習 

表 4-5-1 コロナ禍での職場実習（学生） 

コロナ禍での職場実習について 人数 割合(％) 

職場実習の予定は最初から無かった ５４ ６５．９ 

職場実習は予定通り行われた １６ １９．５ 

職場実習はあったが回数は減った １２ １４．６ 

職場実習は全て中止となり一回もなかった ０ ０．０ 

合 計 ８２ １００．０ 

＊職場実習の予定があったのは、「職場実習は予定通り行われた」16名と「職場実習はあった

が回数は減った」12 名の合計 28 名であり、職場実習の予定があった者の 4 割以上が実習

回数減少という影響を受けた。 

 

（２）コロナ禍での職場実習と学生の所属の関連性 

表 4-5-2 コロナ禍での職場実習と所属の関係（学生） 

 

コロナ禍での職

場実習について 

高等学校

相当（*1） 

職業訓練

校 

専門学校 大学、短

大、高等

専門学校

４年～ 

特別支援

学校 

特 別 支

援 学 校

専攻科 

合計 

職場実習の予定

は最初から無か

った 

２３ ０ ５ ２６ ０ ０ ５４ 

職場実習は予定

通り行われた 

６ ０ ３ ５ ２ ０ １６ 

職場実習はあっ

たが回数は減っ

た 

２ ３ １ ３ ２ １ １２ 

職場実習は全て

中止となり一回

もなかった 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ３１ ３ ９ ３４ ４ １ ８２ 

*1高等学校相当：公立高校、私立高校、技能連携校、高等専修学校等 
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（３）コロナ禍での職場実習と就職活動での障害開示の関連性 

表 4-5-3 コロナ禍での職場実習と就職活動での障害開示の関係（学生） 

 

コロナ禍での 

職場実習 

仕事を探した

ことがない 

初めから伝え

て、障害者雇用

制度を使って

仕事を探した 

発達障害と伝

えているが、障

害者雇用制度

は使わず、一般

枠で探した 

発達障害と伝

えず、仕事を

探した 

合計 

職場実習の予定

は最初から無か

った 

４０ ０ ２ １２ ５４ 

職場実習は予定

通り行われた 

５ １ １ ９ １６ 

職場実習はあっ

たが回数は減っ

た 

１０ １ ０ １ １２ 

職場実習は全て

中止となり一回

もなかった 

０ ０ ０ ０ ０ 

合計 ５５ ２ ３ ２２ ８２ 

＊職場実習を行った人の中に「仕事を探したことが無い」と回答した人が 15名いるのは、就

労の一環としてではなく、学校等のカリキュラムとして職場実習があった可能性がある。 
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第５章 現在働いている仕事について 
 

１ コロナ流行(2020年)前後での収入の比較 

表 5-1 コロナ流行前後での収入の比較（社会人） 

 

 

 

 

 

 

 

＊コロナ流行前後で変わらない人が 38.5％で最も多く、減った人と増えた人は同数程度で、

14～5%であった。 

 

 

 

図 5-1 コロナ流行前後での収入の比較（社会人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2020年以前との収入の比較 人数 割合(％) 

減少した １７ １３．９ 

あまり変わっていない ４７ ３８．５ 

増加した １９ １５．６ 

2020年 4月以前は収入がなかった ３９ ３２．０ 

合 計 １２２ １００．０ 
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２ コロナ流行(2020年)前後の仕事の変化 

表 5-2 コロナ流行前後の仕事の変化（社会人） 

2020年前後の仕事の変化 人数 割合(％) 

特に変化はない ７６ ６２．３ 

コロナ流行後はリモートやテレワークを行うようになった １２ ９．８ 

勤務時間や勤務日が変更された ２３ １８．８ 

自宅待機になった ３ ２．５ 

雇止めや契約打ち切りになった ３ ２．５ 

エッセンシャルワーカーとして忙しくなった ５ ４．１ 

合 計 １２２ １００．０ 

＊コロナ流行前後の仕事について、変化のない人が多かった。 

＊次いで「勤務時間や勤務日の変更」「リモートやテレワークを行うようになった」という回

答が多かった。「自宅待機」「雇止めや契約打ち切り」「エッセンシャルワーカーとして忙し

くなった」という回答もあった。 

 

 

 

図 5-2 コロナ流行前後の仕事の変化（社会人） 
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３ コロナ流行(2020年)前後での仕事のやり方や内容の変化 

表 5-3 コロナ流行前後での仕事のやり方や内容の変化（社会人）（複数回答） 

仕事のやり方や内容の変化 人数 

特に変化はない ６２ 

対面で行われる研修や会議に、オンラインが多くなった ７ 

仕事の際に厳重な感染対策を行うようになり、手順が増えた ２７ 

オフィスにおいてマスクや消毒などの感染対策が徹底された ２３ 

隣の席の人と距離をとるようになった ２６ 

合 計 １４５ 

＊コロナ流行前後の仕事のやり方や内容について、変化のない人が多かった。次いで、 

 感染対策に関する回答が多かった。 

 

 

 

図 5-3 コロナ流行前後での仕事のやり方や内容の変化（社会人）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特に変化はない, 

62人、43％

対面で行われ

る研修や会議

に、オンライ

ンが多くなっ

た, 7人、5％

仕事の際に厳重な

感染対策を行うよ

うになり、手順が

増えた, 27人、

18％

オフィスにおい

てマスクや消毒

などの感染対策

が徹底された, 

23人、16％

隣の席の人と距離をとる

ようになった, 26人、18%

コロナ前後の

仕事のやり方の変化
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４ 職場での人的支援について 

表 5-4 職場での人的支援（社会人）（複数回答） 

職場での人的支援 件数 

特に受けていない ６１ 

ジョブコーチが派遣されている ５ 

職場内に理解のある支援者がいて、仕事をサポートしてくれる ２３ 

職場に相談する場があり、利用している １０ 

分かりやすい仕事の説明 ２８ 

就労定着支援（支援機関からの定期的な面談） ０ 

合 計 １２７ 

＊職場での人的支援については、約半数が何らかの支援を受けている。 

＊「職場内に理解のある支援者がいて、仕事をサポートしてくれる」「分かりやすい仕事の説明」

という回答が多かった。 

＊「就労定着支援（支援機関からの定期的な面談）」はゼロであった。 

 

 

 

図 5-4 職場での人的支援（社会人）（複数回答） 
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５ 職場での環境面の支援について 

表 5-5 職場での環境面の支援（社会人）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

＊職場での環境面の支援は「特に受けていない」が多い。 

＊支援を受けている中では「勤務時間の配慮」が一番多くなっている。 

 

 

 

図 5-5 職場での環境面の支援（社会人）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職場での環境面の支援 件数 

特に受けていない ８８ 

勤務時間の配慮 ２６ 

音や光、臭い等の感覚に対する配慮 ７ 

能力向上のための研修 ８ 

合 計 １２９ 
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６ コロナ流行(2020年)前後の支援の変化 

表 5-6 コロナ流行前後の支援の変化（社会人）（複数回答） 

＊コロナ流行前後の支援については、「変化はない」が最も多い。 

＊変化があったという中では、「勤務時間や勤務日の配慮が後回しになった」「対面による相談や

支援が減った」という回答があった。 

 

 

 

図 5-6 コロナ流行前後の支援の変化（社会人）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コロナ流行前後の支援の変化  件数 

コロナ流行前から支援を受けていない ５６ 

支援に変化はない ５３ 

コロナ対策が優先され、勤務時間や勤務日の配慮が後回しになった ６ 

職場や支援機関による対面での相談や支援が減り、オンラインが増えた ６ 

オンラインで行うことができない対面での研修や支援等が受けられなくなった ０ 

職場以外からでも仕事ができるように、リモート対応の支援が増えた ３ 

合 計 １２４ 
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７ リモートワークで困ること 

表 5-7-1 リモートワークで困ること（社会人）（複数回答） 

＊リモートワークで困ることの質問では、「リモートワークをしたことがない」がほとんどである。 

 

 

表 5-7-2 上記「リモートワークをしたことがない」以外の回答(23件）について 

     （社会人）（複数回答） 

＊リモートワークについて「特に困ることはない」という回答が多い。 

 

図 5-7-2 上記「リモートワークをしたことがない」以外の回答(23件）について 

     （社会人）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リモートワークで困ること 件数 

リモートワークをしたことがない １０２ 

特に困ることはない １３ 

オンラインの接続が悪いと内容がわからない ３ 

友人や同僚と話す機会が減り、気軽に助けてもらえない ２ 

自分一人だけの作業なので、つい他のことに気を取られてしまう ２ 

自分の都合で作業すると、時間の管理ができなくなる １ 

周りを見ながら作業できないので、微妙にずれてしまうことがある ２ 

合 計 １２５ 

リモートワークで困ること 件数 

特に困ることはない １３ 

オンラインの接続が悪いと内容がわからない ３ 

友人や同僚と話す機会が減り、気軽に助けてもらえない ２ 

自分一人だけの作業なので、つい他のことに気を取られてしまう ２ 

自分の都合で作業すると、時間の管理ができなくなる １ 

周りを見ながら作業できないので、微妙にずれてしまうことがある ２ 

合 計 ２３ 
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８ リモートワークで良かったこと 

表 5-8-1 リモートワークで良かったことと（社会人）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊リモートワークについては、「リモートを使用したことがない」という回答が多い。 

 

 

表 5-8-2 上記「リモートを使用したことがない」以外の回答（45件）について 

（社会人）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊リモート経験者の中では「移動時間がなくなり、場所や時間を有効に使える」が一番多い。 

次いで「コロナ感染防止となり、安心できる」が多い。 

 

図 5-8-2 上記「リモートを使用したことがない」以外の回答（45件）について 

（社会人）（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

リモートワークで良かったこと 件数 

リモートを使用したことがない ９５ 

特に良かったことはない ７ 

コロナ感染防止となり、安心できる １３ 

移動時間が無くなり、場所や時間を有効に使える １７ 

服装や身だしなみに気を遣わなくても済む ８ 

自分にとって働きやすい環境を整えることができる ０ 

合 計 １４０ 

リモートワークで良かったこと 件数 

特に良かったことはない ７ 

コロナ感染防止となり、安心できる １３ 

移動時間が無くなり、場所や時間を有効に使える １７ 

服装や身だしなみに気を遣わなくても済む ８ 

自分にとって働きやすい環境を整えることができる ０ 

合 計 ４５ 
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９ コロナ流行下での就労について思うこと（自由記述） 

⚫ コロナ禍で学校が休校になったりして、自分のペースが作りづらかった。4月に就職し

たが体調を崩して退職。現在入院中。 

⚫ コロナが始まってすぐの時期に就職試験や面接を受けようとしたが、相手側がコロナの

対応に忙しく、就職試験を受けさせてもらえなかったり、延期になったりした。 

⚫ 就職活動で苦労した。職業訓練校に通っていたが、陽性者が出たり、休校になったりで、

就職活動(体験実習）に影響がでた。 

⚫ 卒業後、初めての仕事がコロナによる受注減で、雇止めになってしまったことはとても

ショックだった。今は何とかやっている。 

⚫ コロナ禍に就職したので、マスクで会社の人の顔が覚えにくい。 

⚫ コロナ禍で働く同僚の方々にストレスがたまっていたのか、職場（障害枠採用）で陰口

を言われ、できないことを責められるようになり、仕事を続けられなくなった。今思え

ば、マスクでお互いの表情がわからなかったり、指示がよく聞こえなかったりして、コ

ミュニケーションが取りにくくなったからだと感じている。 

⚫ 同僚との関わりがなくなり、家族以外話し相手がいない。 

⚫ 人との距離、マスク着用等、コロナ前よりかえって気持ち的に楽になった。 

⚫ コロナ禍は自分にとってリモートなどが増え働きやすくなった。 

⚫ 就職してすぐは、コロナ禍で仕事が忙しくなかったため、余裕をもってゆっくり仕事を

覚えることができた。 

⚫ 仕事を探したりすること、働くことは、世の中の状況で変わったりするので、自分の思

い通りにいかないこともある。重要なのは、どんなに状況が変化しても、臨機応変に対

応することだと思う。 

 



 

おわりに   

 

今回の調査において 

１．コロナ禍とオンラインの使用という観点から見たときに、全体的にコロナ禍の状況にい

た学生の結果をみるより、大半がコロナ禍前に就労している社会人のデータにコロナ流行

前後の比較に傾向が見られた。 

・キャリア教育でのオンライン使用（社会人）(P<.01)、15ページ 

・就職活動での相談・指導におけるオンライン使用（社会人） (P<.01)、21ページ 

・就職活動でのオンライン面接とコロナ流行前後の比較（社会人） (P<.01)、27ページ 

だだし、学生においても専門学校生・大学生においてはオンラインの使用が多くなる傾

向があった。今回の調査では社会人の最終学歴については調査ができていないので、コロ

ナ禍だけが原因とは断定できないが、コロナ禍がきっかけでオンライン化が進んでいるこ

とは推察できた。 

 

２．キャリア教育にオンラインを使用した割合は学生のほうが高い。必ずしもコロナ前後で

差はないという結果もあったが、最近になればなるほどオンラインの使用頻度が高くなっ

ている傾向があった。 

別の項目では、就労における主な相談相手は家族ではあるものの、同時に、4割の学生が

就職活動にオンラインを使用している。また、一般就労者において、オンラインの使用が

多くなっているのも最近の一般的な就職活動の多くがオンラインによることや、一般的な

就労コンテンツ（企業・公共団体等）がインターネット上に存在することに関連している

と考える。 

 

全体として、回答が矛盾しているところもあったが、P値が、0.01以下や 0.05以下など高

い相関性を示す項目も多くあった。コロナとオンライン教育・相談・面接との関係は高いも

のばかりではなかったが、オンラインの使用は着実に増えていると思われた。特に高等教育

においては就職活動におけるオンラインの重要性がさらに増していくと考える。 

 また、社会人では手帳の取得率が高いことから就労する際に障害開示することが多く、障

害開示せずに就労を試みたところうまくいかず、最終的に開示した例もあった。このことは、

就労を試みる際に障害開示が重要であることを示していると考える。 

今回の調査を通じて、就労という目標の達成のためには。本人に関する情報の扱いと就労

に関する幅広い情報の取得が重要であり、オンラインの普及を味方にすることがより重要に

なってくると実感した。 

 

最後に、今回の調査にご協力をいただいた「NPO法人 全国 LD親の会」の会員の皆様、 

集計・取りまとめに協力・指導いただきました皆様に深く感謝いたします。 
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